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東北地方国有林f古川における植物寄生線虫の分布
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Tsugio SIlﾔlI: Distribulion of Plant Parasitic Nematodes Associated 

with Coniferous Seedlings in National Forest Nurseries 

in the T�oku District, Japan 

要 旨: 196ï年以薄 3 か年間，束北地方の悶有林泊畑における土壊線虫の実態調査を実抱し，植

牧寄生線虫の種類と分:市，生息密度，および 2 ， 3 の土壌条件と生息密lítとの関係を調査L た竺

1. 66か所の苗:明からの 307 点り試料から，キタネグサレセンチュウおよびコ.γ，、リセンチ ι ウが

全調査白畑から検出され，乙のjll~程がもっとも lよく分布しているととが明らかになったロ

2. 生息子宮度は，キタネグサレセンチュウがもっとも高かった。ユモハリセンチュウは，一般に伍

密度のj'!'ï畑が多かった。

制種別にキタネグサレセンチュウの生息密度をみると，スギでは特に高く， 113密度の苗畑では根腐

型立桔病の被害が多かったうこれに比べてアカマツ，カラマツでの帯皮は低かった。また，ユミハリ

センチュウについても同椋の傾向が認められた。

3. 土性およこF土壌 pH とキタネグサレセンチュウの生息密度との問には明らかな関係が認められ

なかった。

4. スギを連作した場合には，キタネグサレセンチュウの密度が高.くなる傾向をしめし，休閑地主主

の育問j也でほ，低密度であった乃

以上の結果かる少なくとも束北地方の国有林前倒の育出において，キタネグサレセンチュウがもっ

とも重要な積類と認められる 3

まえかき

農業における 1950年代以弗の線虫の研究の進展は若しく，また，そのfJi li余技術の一般への普及も行き渡

り，農作物の品質の向上と著しい増収の成果をもたらしたコこの影響によって，林業白畑におげる線虫の

被害にも注巨されるようになったっその結果，一叩の被害の実態が報告されたことによってー設と克心が

高まり，線虫の研究に対する要望が苦しく高まったっ

乙のような動向から， 1963年以降， I月公立林業試験場によって広く各地のTfåj聞について線虫被害の実態

調査が実施され，並行して防除法の確立のための研究が行なわれてきたコ

わが国の国有林前畑を対象とした植物寄生線虫の分市の実態については，真官7) が東日本地域について

調査を行ない，さらに，検出された植物寄生地虫の分類学的研究をも行なった c 橋本4】は北海道地方のト

ドマツ苗を主体とした措畑の調査結果を報竹・している c また，清原6) が九州地方について， JI筆 J尾10)は関西

地方について報告している。いっぽう，民間苗畑については， 12道県白林業試験嵐および林業指導所;こよ

り実施されてそれぞれrの成果が報告されているが，千葉1) がその成呆を総括，考察を加えて紹介してい

ー，
"o:l 0 

東北地方においては，ネグサレセンチュウの寄生によるスギ白木の生脊阻害の12)報告があり，また，真

宮7)の当地方一部についての調査結果からも明らかなように，時虫の被害が問題になることは十分に予想

1971 午 5 月 26日受到!

(1)東北支場
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されたので，より広汎な調査が必要とされたι

来者は， 1967年から 1969年までの 3 か年間，東北地方の国有林首畑を対象l乙ー植物寄生線虫の分布の実

態につレて詞査を実施し，線虫の種類と分布，生息密度，および 2 ， 3 の土壊環境条件と生怠密度との関

係について知見をf与たので報告するロ

木稿を草するにあたり，調査研究手法について，乙ん切など教示をいただき，さらに，調査にあたって

は純益Lの積の同定を煩わした，休業試験場保護部損病研先室真宮靖治技官に対して心力・らお礼申し上げる(

また，この研究を実施するうえで、~， 1ろいろご指導いただいた当場保護部樹病研究室長佐藤邦彦博士，当

場保護軍主小野馨博士および試料の採取などにど協力いただいた関係営林署および古畑のかたがたに対

して深く感謝の怠を表する u

調査苗畑および調査方法

詞査は?青森営林局管内38~吾40苗:江Il (局管内全前畑数の6896) と;秋田営林局管内26署26白畑()局管内全

苗畑数の 705包)，合計64署66曲・畑を対象に実施じ jニコ iljL料の選定および採取方法などについてlは，線虫被

害調査要領11)にもとづく統一的な基準と方法によった。

試料の採取時期は、 6 月から 10月末にかけて行ない， 391E畑については現地に依頼して送付をうけ， 27 

前畑については筆者が直接現地で採取し?古木の生育状況をも嗣察したc 各苗畑の対訣個所は，まきつけ

苗床に重点をおき，樹種別，苗齢ごとに選定し，各試料は， 1 か所から 5 点以上の土壌と苗木を採取した。

覗査試料の総数は 307 点であったc 試料からの線虫の分í~jtは，土壊については， CHRISTIE & PERRy2l法お

よび SEI)l HORST13) の分雑装置を用い，間木の:倶については， YOUNG 19J 法ーによった。供試土壌は 300g ずっ

としう;慢については， 1~5g ずつ供試し， 1 g あたりの料虫数lこ換算して表示した c

調査結果

1. 調査苗畑における線虫の種類

調査苗畑の所在ti ， Table 1 および Fig. 1 に;T:す，

これらの苗却に分布する組物寄生総虫としてはつぎの 6 属が確認されたコ

Prat_}:命nclms (ネグサレセンチ ι ウ*)

Trichodo1"US (ユそ/、リセンチュヅ*)

Tylenchorh)'llchus (イシュクセンチュウ *J

Paraty由nchus ( ピンセンチュウネ)

Criconemoides (ワセンチュウ*)

Xiphinema (オオヵータノ、リセンチュウ*)

上主のうち，つぎの 3 J五 3 程の線虫が同定されたっ

Pratylellc1zus �enetrans (COBB, 1917) FILIPJEV & SCHUUR::vIANS STEKHOVEN, 1941 (キタネグサレセ

ンチュウ〉

Trichodorus cedams Y OKOO, 1964 (ユミノ\リセンチュウ*)

Ty・lenchorhYllchus claytolli STE1NER , 1937 (イシュクセンチュウキ)

*・・・寓 :ζ対する有1名
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これらのほかに， .4ρhelencJlOides， A ρhelenchus， Ditylendzus, 

1~vleJlchus 各1・IJ-j]の線虫が検出された c

真宮j) は，これらの殺虫以外!こ当地方の国:訂体苗畑から，つぎの

線虫を確認しているつ

Helichotylcl1cJWS dihystera (じ01313 ， 1893) S IlER , 1961 (ナミラセ

ンセンチュウ)

,Meloidg)' l1e ( ネコブセンチュウネ〉ラ また民間前畑からは， .¥1. 

haPla CHJTWOOD, 1949 (キタネコプセンチュウ〉がíì'l在 nt~\ されてい

る日}。

したがって，東北地方の国有休前畑iこは， 8 属の植物寄:主線虫の

仔在が確認されたことになるつ

Table 1 に示す各苗畑における各線虫、の分布状態をみると ， P. 

ρeJ/etralls と T.cedarus は全調査苗畑l己認められ，また T. claytolli 

は 4 高畑で ， 1キ'1ratylellcl/Us， Xiρhinema および Criconemoides は，

せれぞれ 1 由:tII1で認められたO

2. 操虫の種類と樹種

検出された 6 J，品の線虫のtM積日Ijの検出額皮をTable 2 :こ示す。

Fig.1 調査問;咽の位置

Locations of surveyed nurseries. 

P. ρenetrallS はスギ，アカマツ， カラマツで検出版!立が高く ， T. cedω'US がこれについでいるっその

:まかの諌虫は:まとんどがスギから検出されたが，検出頻度がきわめて低かった。これらの樹蓮のほかに，

ストロープマツ，クロマツ， トドマツおよびヒノキの各樹純ごとに 1 点ずつ調査したが， P. þenetraJ1s だ

ヴが検出された‘

3. 線虫の種類と生息密度

検出された各線虫の生息官民民:を，密度区分ごとの頻度で表わして Table 3 に示すc

乙の結果から ， P. ρeJlelralls の生息密度は， {也の線虫に比佼しでもっとも高く，とくに根における:1:仏

1告皮でみたときその傾向は一昔し'..-':;

T. cedarus は，ー殻:こ低密度であったc しかし， いえつカーの苗'周ではかなり生息密度が高かったう

T.dの印ni は l 白畑で比較的出密度であったが、モのほかは低密度であった r これら以外の線虫は，い

ずれも低密度であったコ

つぎに，本，ìf.'J査を通じて主要線虫が土壌と以から比較的 j "，'Jい密度で検出された前畑をあげると、つぎの

とおりである 3

Rρenetrans; 横浜(横浜)，増川(泊)11) ， ~!;~ Il� (仏前)，後平(三本木)，上台(一関)，大牛内 (17

泉)，浪板(大槌)，遠刈 lìl (白石)，大野(早口)，大沿(卜羽田)，米f)~iJそく米内沢)，

上小阿仁(上小阿仁)，永野(山形)

T. cedarus; ~)J崎〈脇野沢)，横浜(腕i只)，制辺地(回日 1)，小田川 (金木)，後平(三本木)，谷地山

(大船お，二ツ jlこ(二ツ井)，大場(一|和田)，和田(制11) ，院内(泌尺)，新圧(新庄)，

永野 (ILI 形)

( )……営林署名
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Table 1.調査苗畑と検出線虫

Occurrence of plant parasitic nematodes in forest nurseries 

前Nurs畑ery n蒋Ul由号erl||l 営R叩fof梓rfenseta財I|||lPrefe県cture l営ll FoJffEicSe F!  1i | 首Nu四ery畑 員sa四m札ples号I 昆rmcmoavMer吋主
育 森 -~'i 森 脇野沢 蛎 !崎 4 P , T 

2 )11 内 獅々畑 4 P , T 

3 横 浜 横 浜 5 P , T , Ty 

4 野辺地 !野辺地 5 P, T 

3 青 森 新 域 5 P, T 

6 三本木 後 平 6 P, T 

7 
一

!ヨ |汀 子 4 P, T 

8 i曽 )11 増 }II 5 P, T 

9 )毛 日 IJ 2 P, T 

10 蟹 1] 結i 辺地 3 P , T , C 

金 木 IJ、田 )I! 3 p , T 

12 市 i精� ，嗣 内 6 p , T 

13 1 鯵ケ沢 八重菊 6 P , T 

14 l 黒石 柏木山 3 p , T 

15 弘 ←日w 沢 田 4 P, T 

16 大 鰐 早瀬野 3 p , T 

17 碇ケ関 出} 岡 6 p , T 

18 是;- 手 同 111 又 3 p , T 

19 新 町 打悶内 4 P , T 

20 久 慈、 {与 浜 7 p , T 

21 石Eムa ~R 大牛内 8 P, T 

22 JlI 井 国 3 P, T 

23 盛 同 煙 山 8 p , T , Pa 

24 雫 石 析 沢 2 P, T 

25 11: 迭 太 旧 8 p , T 

26 北 上 制i 志 11ì .::> P, T 

27 水 愛 宕 5 P, T 

28 )11 !J~ 大 !l!r 3 p , T 

29 一ノ関 ー七 J口A 6 p , T 

30 大 槌 背ノ 木 2 P, T 

31 'f i良 板 3 P. T 

32 遠 野 新 呈 6 P, T 

33 大船渡 谷地山 4 p , T 

34 'I~~τ ~. 城 気仙沼 気仙沼 l l P, T , Ty 

35 11 1良県分所 11 P , T , Ty 

36 古 }Il 山 4 P, T 

37 中新旧 大 衡 6 P, T 

38 石 巻 説í~ 勝 5 P, T 

39 イ由 」口品、 原 山 3 P, T 

40 白 石 述刈田 9 P, T 

41 秋 日 早 口 大 里子 6 p , T 

42 二ツ井 二ツ井 5 p , T 

43 扇 田 同 回 6 P , T 
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苗Nurs畑ery n番umb号er 営Rfeog林rieosnta局l prekture|| 営11林i古署 l川前u即y畑 t試t料zr数fl~線zzi虫T 
office 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

合計
Total 

干え 田 秋

ι| 

2 ~ 

旺| 十和悶

花 輪

米内沢

l鷹ノ巣

上小阿仁

方伝 代

l 五城目

!秋田
和田
|大 曲

角 舘

生保内

i易 沢

木 荘

矢 島

j巴 1由 同

鶴 ド可

*fr 庄

村 山

寒河江

山 )t; 

バミ iR 
国

64 

7ぇ t勿["1.

オE 輸

米内沢

鷹ノ 巣

上小阿仁

能 代

五城目

秋 lTl 
和 [D 

境

角 舘

生保内

院 1;句

本 荘

矢 島

j酉 [fJ 

r青 )11 

新 庄

銀 111 

寒河江

ガえ 野

対と 沢

!主!

66 

Note: P・… ..Pratylenchus; T...... Trichodorus ; Ty... ... Tylenchorhynchus ; 

C.. …・0・iconemoides ; X・….. Xiphinenza ; Pa... …Parafylenchus 

T. claytoni :狼巣(気仙沼)

5 P , T 

5 P , T 

3 P , T 

6 P , T , Ty 

5 P , T 

8 P , T 

5 P , T 

3 P , T 

3 P , T 

2 P , T 

2 P , T 

4 P , T 

5 P , T 

5 P , T 

5 P , T 

3 P , T 

5 P , T 

5 P , T 

5 P, T 

3 P , T 

5 P , T 

3 p , T 

5 P , T , X 

307 

つにぎ， P. ρenetrans および主 cedarus の生息密度を樹種別に検討した o 密度区分による頻度を試料

数にたいする百分率で表わし， Fig. 2, 3, 4 ~こ示す o

ζ の図から ，P. ρenetral1s はスギにおいてもっとも需度が高く，アカマツ，カラマツで低い結果が示さ

れた o これを根の寄生状況からみると，いっそうはっきりする。根 19 あたりの線虫数でみると， 500 頭

以上検出されたものがスギでは6396を占めるのにたいして，アカマツ，カラマツでは，それぞれ20%， 15 

%と低い。

T. cedarus :こも P. penetrans と同様な傾向が認められ，アカマツでは半数近くの試料から検出されな

かった円

P. ρenetrans は，アカマツを寄主とする場合には生息密度が低下するといわれている。本調査の結果で

もこの傾向が認められたので，スギとの対比lとおいて，その関係を検討ーしたコ横浜営林署前畑ほか 8 苗畑

について苗畑ごとに，スギとアカマツの試料を採取し，それぞれの試料についてA恨から分離した線虫密度
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Table 2. ~訟虫の程知と樹珪

Nematodes associated ¥vith coniferous seecllings 

スCγ3yαip〉toonm1ceayギia ア Pカinuマ5 ツ カ LラQ1'i.マx ツ メLL4 

頭Fr一de日q一uぽ-ednjicoyrαl 刀N 

leρtoleρis 
Tatol 

頻Frequen度cyil/WO4不 頻Frequen度cy /。/ン 頻Frequen度cy||/ιU 

Pratylenchus ρenetrans 229 84.9 ぉ叫O G 

三0 8.3..3 272 95.1 

T?'ichodorus cedarus 199 84.0 13 152. t

一L7 70.8 229 80. 1 

Tylenchorhynchus claytoni 11 4.6 2 I 8. 。 。 ~.j 4.5 

Criconemoides 0.4 。 。 。 。 1 I 0.3 

Xi長hinemα 0.4 。 。 。 。 1 I 0.3 

Paiγαtjlümchus 0.4 。 G ぺ、， 。 1 I 0.3 

試料数
Number of samples 

『r
­

q
u
 

勺
，
，
一

竺」
点
せ

っ
ι

,nu 
no 

?
u
 

頻度 FreQuency 
.す下「夜 X100 *…… Numberhsふples X 100 

を比較した。まきつけ床を主対象とし， ïJIli樹棋につき 1 ti'jJ閉lにおける呑試料のせれぞれの密度の平均値で

しめすと 1 Fig. 5 のとおりである。

乙の図から ， P. ρenetralls のアカマツに対する寄生性は、スギに比べて著しく小さい乙とがわかる。

4. 土壌環境条件と線虫の生息密度

植物寄生線虫の線虫相や生息街度は，土壌環境条件によって影響されるといわれている。本調査では，

とくに P. ρenetrans の生息密度と土性、 |二壊 pH むよこJ前'f'I:物との関係について検苛した口

1) 土'注と P. ρenetrans の生息密度

調査した66苗畑の土壌は， 88%までが徴砂質壌土，壌土および埴域土であるので，これらの 3 土性ごと

の密度区分による検出頻度で比較すると Table 4 に示すとおりであるコ

乙の結果では，土性と P. ρenetrans の生息密度の関係は|河らかではない♀

Table 3. 線虫 θ 種類と生息密度 』巴

Nematode population (per 300g of soil) 

1........ 10 
11........ 100 

101........ 500 
501........2, 000 

2001........5, 000 
1

1 

Above 5, 001 1 

試料数 l
Xumber of I 

samples I 

10.9 
38.9 
35.1 
12.3 
2. 1 
0.7 

78 
106 
45 
5 
0 
0 

¥ 線虫 I Prαtvlenchus N ema todesl ..'... • .r 
|ρenetrans 

線虫密度 I ;~-li ﾆF I I 
Population lpi 度|儲林11~ 度
density ¥...1 J:'requency I 一 I J:' requency I 

28己

*・・・…根 19 あたりの密度 Populations per 1 g roots. 

.J崎度 XI00 料…… Frequenc~XI00
試料数 Number of samples 
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ス ヨ~
LTY.X 

C. japonica 

7 ナ3 マ、ソ 1:,1 58% ピ f I ~， 1::> I 21 P. densif 10(';:) 

力ラマツ 1.<11 64% 20 1414141 24. 
L.leptolepis 

Number of samples which have population densities indicated advoe 
x 100(%) 

". Number of samples from which nematodes were extracted 

Fig. 2 樹種別にみた Pratylellchus ρenetraJl s の生息、密度 C/土岐300g)

Populations of Pratylenchlls ρelletrans associated with coniferous seηcllings per 3οOg soil. 

スギ
C..i3ponica 

777 マ、ソ

P. denslf ，じ 1' 0:.1

力ラフツ

L.leptolepis 

25 

20 

Fig. 3 樹種別にみた Pratylenchus ρelletrmlS の生息、密度(/根 1 g) 

Populations of PratyleJ/chus �elletrans associated with coniferous seedlings per 1 g roots. 
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Fig. 4 結fftJt別にみた Trichodorus cedarus の生息街度 CI土壌 300g)

Populatiol1s of Trichodorus cedarus associated with coniferous seedlings per 300g of soil. 
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2) 土壌 pH と P. ρenetraJls の生息、密度

調査苗畑の土壌 pH は、 4.0........6.4 の広い範囲:こむた

勺ている心これを pH 5.0 以下， 5.1-----5.5 ， 5.6-----6.0 お

よび6.1 以上の 4 没IWfにわけ，前度区分による検出頻度

で比較すると Table 5 ~こう止すとおりである t

この結果から，土境 pH 4.0........6.0 までの範囲内にお
11 I 4.7 38 116: � ける P. þenetrans の生μ密度の変動は著しくないようで
48 1 20.3 
76 I 32::2 めるじ
46 I 19.5 
17 I 7.2 3) 前作物の種矧と P. ρenetrans の生以密度

前作物が P. ρenetraJlS の寄企性の大きい作4t~である場

合には生息密度が〆高まり，後作物;こたいする影響が考え

られるこ!乙の関係、を I!fJ らかにするために，土壊 (300 g) 

か主 100 頭以上検出された試料について比較した c 結果
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官官 Fig. 5 Pratylenchus ρelletrans のスギとアカ

マツにたいする寄生性の比較(根 19 あ

たりの生息密度)

Comparison between C，ツρtomeria

jaρonica and Pinus densUlora as 

hos� for Pratylencltus ρenetrω1S 

(Populations/l g of roots) 
100・2

首，tíE 1善治青会久~岩衆花輪遠野一関水j疋白石
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Table 4, 土性と Praりlenchus ρenelrans の生息警度

Populations of P1'atylenchus jうenetrans associated with texture of soil (per 300g of soil) 
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Table 5. 土壌 pH と Pratylenclzus ρenetrans の生息密度

Populations of Prat)'台llchus penetraus associated with pH of soil (per 300g of soi1) 
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Table 6. 前作物の種類と丹atylellclms þenelrans の生息密度

Populations of Pralylenchus ρenetralls associated with cultivated plants in nurseries 

(per 300g of soil) 

てζ\Procce前reod作p1sng スCyyywlρbotoM，tnceario ギ アカマツ カ Lラα マツ 休Piuus nx 
densiflora leρtoleρis 

Fallow 

SUC後ce作eding F頻requenc度y 1|JU A F制requenc度y |lρ i〆 頻Fr 度 l F頻requenc度y 
crops ~ 

equencY|% 

ス ギ 99/148料 67
1 

5/ 8 3/7 9/42 

ア カ -マ 、ソ 2/4 50, 4/13 0/3 

カ フ .マ ツ 1/2 50 31 7 2/2 

本本……試料数 Number of samples 

.頻 度 Xl∞ *… Freq型旦c.Y. __ . x 100 
試料数 Number of samples 

を Table 6 に示す。

間

22 

。

30 

この結果から，前作物がスギで， その跡地にさらにスギを栽培した場合に P. ρenetrans が 100 頭以上

検出された試料が6796を占めて著しく高い c これにたいして，休閑地にスギを栽惜した場合は22%とほぼ

1/3 Iと低下している。なお，アカマツとカラマツでは，試料数が少なく 11月らではない。

考察および結論

東北地方の間有林苗畑における他物寄生線虫の実態調査の結果から ， Pratylenchus ρenelralls (キタネ

グサレセンチュウ〉は，全調査ï'ti畑から検出され，分布はきわめて広く， TricllOdoru.s cedarus (ユミハ

リセンチュウ)は乙れについでいる~そして，ごくまれに TylenchOJ叱ynchus claytoni (イシュクセンチ

ュウ)が現われる c これらの線虫の分布の様相は，東日本地域!とおける既調査結果1)7)ときわめてよく似

ている。なかでも P. ρenetrans は，生息積度が著しく高いこと， 多くの樹極 l乙寄生するととなどから，

当地方においてももっとも重要な線虫であるということができるつまた本線虫は，当地方の果樹到などで

も広く分布している優占種であることが報告されている 5)15) 0 

T. cedarus は， 分布が広いが一般に生息密度は低い。しかし， 高密度の白土lUもいくつかあり，本線虫

の寄生，加害性などについては，明らかにされていないので今後十分な検討を要しよう。

T. claytoni !まどくまれにしか検出されなかったが， 東北南部の気仙沼1良県l'i.i畑のスギまきつけ苗から

高密度に検出されたので場所によっては問題となる線虫とみられる。

当地方の線虫相は比較的単純で，本州の西南地方1) 7) およ 0r.九州地方6) のやや複雑な線虫相とは異なっ

ているコ

つぎに ， P. þenetrmzs は樹種によって寄生tl:が異なるといわれており，これまでの報告結果1)6)7)8) では，

スギとヒノキ!ときわめて高く，カラマツとトドマツでも比較的高いが，アカマツではもっとも低いとされ

ている c またマツ類が PraりlenchllS 属線虫の市主としておとるという報告ω14) もある c 木調査結果もこ

れらの報告とよく一致する。

スギ苗の連作は P. ρenetrans の生息密度を高める乙とが明らかにされている 1) が，本調査でも同様な

結果が得られ，また，休閑あと地での育苗の均合!こは密度がかなり低いことが認められ，休関が線虫の環
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境的訪除の一方法であるといわれていることに対応するものと忠われる c

本調査で観察したと乙ろでは， P. ρenet1'a11S の高密度の生息が， スギ苗の根系異常(根罵れ症状，奇

形)をもたらしている例が少なくなかった。しかしながら，カなりの高密度でも， 1勾!眼的には何んら異状

が認められない例もいくつかあったつしかしこのような場合は，ほとんどが慢性的な生育阻害という形で

現われ，さらに関連~i-j~hl子によって被害が進行する乙とが少なくない。

東北地方の国有林首畑nでは ， Pratylenclllls ρeuetrallS (キタネグサレセンチュウ)がもっとも重要であ

り，本線虫を中心に十分な被害解析を進めるとともに，合~Il的な!万除法を確立する必要がある。
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Distribution of Plant Parasitic Nematodes 

Associated with Coniferous Seedlings in National 

Forest Nurseries in the T�oku District, Japan 

Tsugio SHﾔJI(1) 

Summary 

This paper reports results of the survey carried out from 1967 to 1969, on plant parasitic 

nematodes associated with coniferous seedlings in national forest nurseries in the T�oku 

district, Japan. 

Samples were collected fro111 66 nurseries and in totaI the samples numbered 307. SoiI 

from each sample was processec1 by a moc1ifiec1 SEINHORST technique and CHR!ST!E & PERRY'S 

method, and Yot.::-iG'S method was used to recover the end-parasitic nematodes from roots. 

Results obtained were as fo11ows : 

1) The following six genera of plant parasitic nematodes were fOlllld at nationaI forest 

nurseries in the T�oku district; Pratylenclms, Trichodorus, Tylenchorllynchus, Paratylcnchus, 

Criconemoidcs and Xi�him!nw. 

2) Pratylenchus ρenetrans occurred most freqllently and had the bi,ggest populations. 1t 

was recovered from all surveyed nurseries and fOllnd to be parasitic on al1 coniferous species 

examined (Tables 2 and 3). 

3) Trichodorus cedarus was widespread in this district ; however , it was found in someｭ

what small populations (Tables 2 and 3). 

4) From the survey it was observed that populations of P. �cnetral1s associated with 

Pinus densiflora were smaller than those with Cry�tomcria jaρonicα(Fig. 5). 

5) In this survey it was clear that popu lations of P. ρeJletrans had little relation to pH 

or texture of soil (Tables 4 and 5). 

6) 、iVhen the cultivation of C. j.αρollica seedlings were repeated , the populations of P. 

ρenetraJls considerably increased, but lower poplllations were ohservecl on seedlings cultivated 

after fallow (Table 6). 
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